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　じゃんけんゲームを取り込み、一見、面白そうな

授業である。正六角形を1とするので、正三角形のピー

スを 1 個の大きさは分数で表すと 1 ／ 6 である。

　しかし、正三角形のピースを 7 個取った場合、教

師の期待するように 7 ／ 6 と表すであろうか。残念

ながら、子どもは「1 と 1 ／ 6」と表現するのである。

帯分数的な表記である。帯分数表記は、間違いでは

ないが、中学校「数学」の文字式への接続を考慮す

れば、目標とするところでない。その理由は、下記

のように演算記号を省略すれば、仮分数では（ab+c）
/b なのに文字式では ac/b となり、整合性がつかない

のである。

　要因は 2 つ考えられる。第 1 の要因は、正六角形

を 1 とみて、それを 6 等分した 1 つ分を 1 ／ 6 と定

義する際の基準量としての正六角形のイメージが強

いため、仮分数的に捉えやすいことが指摘できる。

第 2の要因は、分割分数のイメージが強いためである。

1 を 6 等分した、1 つ分、2 つ分、･･6 つ分までは存

在しても、その 7 つ分は存在しないためと思われる。

「単位分数の　幾つ分」という分数概念の意識も希薄

なことが大きな要因と考えられる。

（3）授業仮説
　1m のテープを 5 等分して 1 ／ 5m を作り、じゃん

けんゲームで取ったテープの長さを、「1 ／ 5m の　

幾つ分で」捉えさせれば、その捉え方を基礎にして 
1 ｍを超える長さを仮分数で表し、分かりやすく自分

の考えを説明し ､伝え合うことができる。

（4）指導計画
　　第 1 次　1 を超える分数　　　　　3 時間

　　　第 1 時　1 を超える分数の表し方（本時）

　　　第 2 時　いろいろな分数

　　　第 3 時　仮分数と帯分数の関係

　　第 2 次　分数の足し算と引き算　　2 時間

　　第 3 次　数直線と等しい分数

　　第 4 次　評価と補充・発展学習　　1 時間

（5）指導方法
① 連続量としての長さを取り上げる
　 1 を超える大きさを仮分数表記する数量の対象とし

て長さを取り上げる。パターンブロックのような

離散量を取り扱うと仮分数表現よりも帯分数表現

に繋がりかねない。そこで、長さを取り上げれば、

連続量なので、必ずしも整数部分と分数部分を分

離して表現することなく、1 を超える大きさを仮分

数表現することに拡張していくと考えた。

　② 1/5 ｍのテープをとるジャンケンゲーム
　 　1 ｍを 5 等分して、その 1 つ分が 1/5 ｍであるこ

とを強く意識させる。

　 　こうして 1 ／ 5m を強く意識させた段階で、じゃ

んけんゲームをさせる。

　このじゃんけんゲームは、テープを取ることで ､「幾

つ分」を強く意識でき、この意識が 1 を超える大き

さを仮分数表現する上で拠り所となる「単位分数の

　幾つ分」の考えに発展的に結びつくものと考える。

　③ 1 を超える分数表現を帰納的に考えさせる
　 　1m を超えるテープの長さを唐突に取り上げ、そ

れを仮分数表現することを期待しても無理と考える。

　 　そこで、じゃんけんゲームの結果、1 未満と 1 を

超える場合が生まれるので、まず、1 未満の場合を

取り上げて分数表現させ ､これを基にして 1 を超え

る場合を取り上げ､帰納的に考えさせるようにする。

　こうして、1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が

4 本で 4 ／ 5 ｍと分数で表した後、1 ／ 5 ｍが 6 本 ､7
本では分数でどのように表せばよいかを帰納的に考
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えさせ、形式不易の原理に従って思考・表現させれ

ば容易に 6 ／ 5 ｍ、7 ／ 5 ｍと仮分数表現するものと

構想した。

（6）授業展開の実際
　①単位分数1／5を作る
　 　1m のテープを配布し ､ これを 5 等分して切り取

らせ ､1 つ分の大きさを問う。

T　1 つ分のテープの長さはどれだけですか。

C　20 ｃｍです。

T　なるほど。

　  では、ｃｍを使わないで表せますか。

C　 1 ／ 5 ｍです。理由は、1 ｍを 5 等分した 1 つ分

だからです。　　　　　　　　　　　　　　　

　こうして 1 ／ 5m を作り、1 つ分が 1 ／ 5m である

ことを共通理解した段階で ､ じゃんけんゲームの活

動に進んだ。

　②じゃんけんゲームを通して課題発見する。
　ここで､2 人組になって「じゃんけんゲーム」による

テープ取りをする。1人が 1／ 5ｍのテープを 5本持っ

ているところからスタートする。1m を超える者とそ

うでない者を意図的に生じさせるのが狙いである。

　1 回目のじゃんけんゲームが終わった段階で、自分

の持ち分のテープの本数を確認させ ､ 全部で何 m に

なるかを問いかける。1 ｍ未満は容易に分数で表現

できるが、1 ｍを超える 6 本、7 本分は ､ 分数でどう

表現してよいか戸惑っている危機的場面を取り上げ ､

本時の課題を設定させるようにする。

C　私は 4 本持っているので 4 ／ 5 ｍだわ

T　 そのようだね。相手の A さんは 6 本持っているけ

れど、何 m になるのですか。

　　困っているようだけど、どうしてかな？

意図的に 1 ／ 5m のテープが 6 本になり、それを分

数でどう表してよいのか戸惑っている A 児を指名し、

そのわけを言わせるようにする。

C　 1 ／ 5 ｍの 6 本分は､分数でどう表せばよいのか、

未だ習っていないので分かりません。

　A 児と同じ理由で困っている児童がいることを確認

し ､ どう表せばよいかを本時の課題とすることを共

通意識させ、本時の課題を設定させていく。

　③1／5ｍの6本分の分数表現を考える
　他者の発見した課題を自分の課題とさせ、各自、 
1 ／ 5m の 6 つ分のテープの長さを分数でどう表現す

ればよいかを考えさせる。結果だけでなく ､ どうし

てそう表現してよいのか ､ その根拠を既習の 1 未満

の分数の表し方を基礎にしてノートに記述させるよ

うにする。

　思考力・表現力が働かない児童に、「1 ／ 5 が 3 本

や 4 本の時と同じように考えて分数で表してごらん」

と助言する。G・ポリヤは問題解決で解くことよりも

計画を立てることが重要であり ､ 今まで習ったこと

の何が使えそうか検討せよと言っている。スローラー

ナーに既習事項を活用するようにと抽象的に助言し

ても ､ 教師の意図は一般に伝わらない。そこで、こ

のように、具体的に助言する。

　一般に ､ 個別指導は机間指導する中で ､ 個別にヒ

ントカードを与えたり、助言したりすることが多い。

　しかし、授業構想でも述べたように、指導者は 
1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が 4 本で 4 ／ 5 ｍ

と分数で表すことを基に、6 本 ､7 本の場合を帰納的

に考えて、形式不易の原理で仮分数表現することを目

指しているので ､一斉にこの助言を行う。スローラー

ナーにはまさに問題解決の糸口を与えるものであり ､

進んだ児童には自分の考えの確証をつかむ切っ掛け

になるとポジティブに考えた。

　④1／5ｍの6本分の表現を説明し､ 伝えあう
　授業構想でも述べたように、唐突に 1 ／ 5 ｍの 6
本分から取り上げるのではなく、3 本、4 本の場合か

ら取り上げ ､1 未満の分数表現を基に帰納的に、形式

不易の原理で思考し、判断し、表現させるようにする。

　そこで、まず、1 ／ 5 ｍの 3 本分、4 本分の場合を

取り上げて説明させ ､ その根拠を、筋道を立てて ､

テープを使ってビジュアルに説明させるようにする。
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C　B さんは ､3 本だから 3 ／ 5 ｍです。

　　このように ､1 ／ 5m の 3 本分だからです。

C　4 本分だと ､4 ／ 5m です。

　　わけは、1 ／ 5m の 4 本分だからです。

　ここで ､3 ／ 5，4 ／ 5 を基礎にして分母・分子が

何を表すものかを学び直しを図るようにした。その

意図は、1 を超える場合の仮分数表記に発展しやすい

と考えたからである。

T　3 ／ 5 や 4 ／ 5 の分数について聞きますが、

　　「分子」の 3 や 4 は何を表しているのかな。

C　 （少し戸惑う）えーと。1 ／ 5 ｍのテープの本数

です。

C　分子は、幾つ分を表しています

T　では ､「分母」の 5 は何を表しているのかな。

C　（こちらの方が ､反応が鈍く ､挙手も少ない）

　　えーと。1 ／ 5 ｍの 5 です。

C　 単位になる分数の大きさを表していますこうし

て、分母・分子の表す意味を捉えさせた後、1／ 5ｍ

が 6 本、7 本の場合、分数ではどう表したらよい

かを説明し、伝え合う活動に移る。

C　Aさんが取った長さは 6／ 5ｍになると思います。

　　わけは、1 ／ 5m が 6 本だからです。

C　 6 ／ 5 ｍだと分母の 5 よりも分子 6 の方が大きく

なって、変です。そんな分数ってあるのですか。

T　 確かに ､ 分子の方が大きくなって変な感じがしま

すね。この表し方は間違いでしょうか。　　　　

それとも、これでよいのでしょうか。

C　 よいと思います。わけは、分母の 5 は 1 ／ 5 ｍの

5 を表し、分子の 6 は ､ テープの本数の 6 本を表

しているのだから、これでよいと思います。

C　 賛成。私も 3 ／ 5 ｍや 4 ／ 5 ｍのときと同じよう

に、分数の分母の 5 は 1 ／ 5 ｍを表し ､ 分子の 6
は 1 ／ 5 ｍのテープの本数を表しています。だか

ら、6 ／ 5 ｍと表すのは正しいと思います。

C　付け加えがあります。

　　1 ／ 5 ｍが 3 本で・・・3 ／ 5 ｍ

　　　　　　　4 本で・・・4 ／ 5 ｍ

　　　　　　　5 本で・・・5 ／ 5 ｍです。

　　これらと、同じように考えると、

　　1 ／ 5 ｍが 6 本で・・・6 ／ 5 ｍ

　　　　　　　7 本なら・・7 ／ 5 ｍ　　

　　になると思います。

　　皆さんどうですか。

C　よいと思います。

　以上のように数学的な表現を用いて、拠り所を持っ

て筋道を立てて説明し、伝え合う活動によって、1／ 5ｍ

の 6 本分を 6 ／ 5 ｍと表せることを共通理解させた。

引き続き、6 ／ 5 の仮分数表現を基礎にして、7 本分､ 
8 本分、・・の場合について「単位分数の　幾つ分」

という考えを基にして仮分数表現の仕方を発展的に

深めさせた。

　⑤本時のまとめをする
　本時のまとめとして、わかったこと、友達の考え

や説明でよかったことを簡単に学習感想に書かせて、

本時のまとめとした。主として次のような感想があ

り、これを取り上げた。

（7）授業の分析・省察
①  1／5ｍのテープをじゃんけんゲームで取る活動
は、分数を ｢単位分数の　幾つ分｣ と考えて、1を
超える大きさを仮分数表現させる上で効果的である
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　長さは連続量であるが、1m を 5 等分して切り取ら

せ、1 ／ 5 ｍのテープをじゃんけんで取らせるゲーム

は、「単位分数の　幾つ分」で分数を捉えて 1 を超え

る大きさを仮分数表現する上で効果があった。その

要因を上げると次の通りである

　・ 切り取った 1 本、1 本のテープは「1 ／ 5 ｍの幾

つ分」を意識しやすい

　・ 2 人組で行う「じゃんけんゲーム」の結果は、一

方は既習の 1 未満の大きさを分数で表し、もう

一方は未習の 1 を超える大きさを分数で表す場

面に同時に直面させることができる。これによ

り、児童は既習の 1 未満の 1 ／ 5 ｍの 3 本分、4
本分を 3 ／ 5 ｍ、4 ／ 5 ｍと表せることを基礎に

して、6 本分、7 本分を帰納的に考え、形式不易

の原理に従って仮分数表現しやすい。

　・ 自分の考えを説明し、伝え合い場合にも、既習

の 1 未満の分数表現の仕方を拠り所に、1 を超え

る大きさを「1 ／ 5 ｍの　幾つ分」という考えで、

6 ／ 5 ｍや 7 ／ 5 ｍと仮分数表現できることを説

明し、伝えやすい。

　②  1未満の場合から帰納的に考え、形式不易の原
理で1を超える大きさについて分数表現を考え
させることは効果がある

　授業中の発言の中にも「6 ／ 5 ｍなんて変です」が

ある。学習感想の中にも「6 ／ 5 ｍと表してみたもの

の、自信がなかった」という子どもの仮分数表現に対

する認識度、理解度が曖昧であることが読み取るこ

とができる。こうした反応は想定内である。そのため、

本授業では、未習の 1 を超える大きさを取り上げて

唐突に分数表現することを避け、1 未満の場合から帰

納的に考え、形式不易の原理で 1 を超える大きさに

ついて分数表現を考えさせるように構成した。

　説明し、伝え合う活動においても、1 ／ 5 ｍが 3 本

分、4 本分を取り上げて分数表現させ、これを基礎に

して、6 本分、7 本分を帰納的に、形式不易の原理で

仮分数表現させた。その結果、ごく自然に「1 ／ 5 ｍ

の　幾つ分」という考えをもとにして 1 を超える大

きさを仮分数表現することができた。

5　研究のまとめと今後の課題
（1）研究の結語
　子どもは、分数を量として捉えことは比較的容易に

できるが、数として分数を捉えることは難しい。す

なわち、「量分数」を理解する場合と「数としての分数」

を理解する場合の溝は大きく、分数概念形成指導の

喫緊の課題となっている。

　本研究では、それが顕著に表れる第 4 学年の 1
を超える大きさを分数で表す場合を授業実践研究の

対象にし、数としての分数の見方を基礎にして 1 を

超える大きさを仮分数表現させる授業実践研究を

行った。量分数の捉えでは、1 を超える数量は帯分数

表現できても、仮分数表現はできない。量分数によ

る分数の捉えでは、3（2）②で述べたように、3 ／ 5
ｍは説明できても 6 ／ 5 ｍは説明付かないのである。

　そこで、1 ／ 5 ｍのテープをじゃんけんゲームで取

る活動を取り入れ、｢ 単位分数の　幾つ分 ｣ という数

としての分数に結びつけ、数としての分数の見方を

基礎にして仮分数表現させた。そして、自分の考え

を説明し、伝え合う活動を通して、｢ 単位とする分数

の　幾つ分 ｣ という考えの一層の深化・発展を図る

ことができた。

（2）課題
　量分数と数分数の理解の間には大きな溝がある。こ

のことは、分数概念形成上の最大の課題となってい

る。これは、単なる指導方法上の問題ではなく、分数

指導カリキュラム上の大きな問題でもあると考える。

なぜなら、平成 20 年告示の学習指導要領、算数科に

おいて、第 3 学年で ｢ 量分数 ｣ と「数としての分数」

が取り上げられている。しかしながら、両者の間に溝

があることは従前から指摘されているにも関わらず、

分数指導上のカリキュラム上で 2 学年に渡って指導

するカリキュラムに分化された経緯はない。そこで、

本当に、第 3 学年で量分数と数としての分数の両者

を取り扱うのが妥当かどうかを実証的に研究すべき

課題がある。
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A Study of Fraction Teaching for Changing it from as Quantity to as Number

The Course of study for elementary school notified in 2008 is enforced from 2011．
Fraction Teaching in relaxed education had been taught in a concentrative way．
It had taught concept of fraction in the fourth grade, and calculation of it in the sixth grade．Since it aims to 
enable students to acquire primary ／ basic knowledge and skills, new fraction teaching changes a method 
from a concentrative way to a spiral way．In this new curriculum，fraction teaching starts in the second 
grade．The most important problem for teaching concept of fraction is to change their image for fraction and 
teach concept of fraction not “as quantity” but “as number”．Thus, the study focuses on the problem how 
we should change our teaching from “fraction as quantity“ to “fraction as number ”in order for students to 
grasp “the concepts of fraction as number“ ,and reveals points for this teaching
practically and empirically．

Key words：concept of fraction，quantitative fraction, fraction as number，unit fraction
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